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１．事業者名及び代表者名 

カネカ北海道スチロール株式会社 

代表取締役社長 上ノ薗 幸浩 

２．所在地及び連絡先 

本社・本社工場 北海道恵庭市恵南１３番地の１ 

TEL：0123-34-1373  FAX：0123-32-1713 

森 工 場 北海道茅部郡森町字栄町３７番地の１３ 

TEL：01374-2-4437  FAX：01374-2-5101 

標 津 工 場 北海道標津郡標津町南８条西２丁目２番１号 

TEL：0153-82-1771  FAX：0153-82-2511 

紋 別 工 場 北海道紋別市渚滑町８丁目２２番地１ 

TEL：0158-24-3205  FAX：0158-24-1794 

３．事業の内容 

発泡スチロール成形品および加工品の製造 

４．事業の規模（2023年 3月末日現在） 

主要製品  発泡スチロール成形品 

売上高   約 21億円 

従業員数  70人 

５．認証登録範囲 

全組織・全活動 

 従業員数 床面積(千㎡) 

本社・本社工場 20  7.0 

森 工 場 18  4.0 

標津工場 16  4.8 

紋別工場 16  5.6 

合  計 70 21.3 

Ⅰ．事業の概要
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環境経営システムにおける取組は以下の実施体制としました。 

 

 

Ⅱ．実施体制
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当社は、地球環境の保全の重要性を認識し、環境に配慮した生産活動の推進及び断熱性・緩

衝性に優れた発泡製品の提供を通じて、社会に貢献する事を目指します。また、当社発泡製品

の生産活動による環境への影響を少なくするよう環境負荷の継続的改善を推進します。 

 

１．当社の活動・製品･サービスが環境に与える影響を的確に捉えて技術的･経済的に可能な範囲

で環境経営目標を定め、環境汚染の予防を推進すると共に環境保全活動に全員で取り組みま

す。 

 

２．生産活動において次のような環境保全活動に取り組みます。 

（１）ボイラーの効率的運転をはじめ生産工程での放熱ロス削減など燃料、電気の使用方法の見

直しを促進し、二酸化炭素排出量の削減を図ります。 

（２）生産工程で使用する用水の循環利用などの効率的活用の促進、生産効率アップによる稼働

時間短縮による排水量削減に取り組みます。 

（３）廃棄物の削減と分別を促進し、廃棄物発生量の削減・廃棄物の有効活用・減量化・リサイクル

化を推進継続します。 

（４）環境経営の継続的改善を実施します。 

（５）製品の環境配慮として発泡製品のリサイクルの取組みを継続します。 

（６）法令遵守状況を定期に棚卸し、環境関連法規を遵守します。 

 

３．環境保全活動を推進するため、全従業員に周知徹底を行うと共に、地域社会との連携を図り

ます。 

 

４．この方針は外部からの要求に応じ提供します。 

 

 

２０２２年４月１日 

カネカ北海道スチロール株式会社 

代表取締役社長 上ノ薗 幸浩 

Ⅲ．環境経営方針
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１．2022年度目標 

当社は 2006年 12月よりエコアクション 21による環境経営システムを構築し、 

2011年を基準年とし以下の目標を掲げて環境活動に取り組んできました。 

２．2022年度実績 

当社における二酸化炭素排出量及び廃棄物排出量、総排水量、製品及びサービスにおける環

境配慮の各項について、2022 年度は下表の実績となりました。併せて過去３年にわたる実績

を記載致します。 

目標に対する評価については次項に示します。 

Ⅳ．環境目標と実績
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３．目標の達成状況と評価 

・二酸化炭素総排出量の削減 

◆電気使用量：操業時間の短縮や漏れ修理を継続した結果、対前年±0％、対目標では 1％減

少となり目標を達成しました。 
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◆燃料使用量：ボイラーの最適運転を継続しましたが対前年で 3％増加、対予算でも 0％増加

となり目標未達となりました。 

・廃棄物排出量の削減 

◆一般廃棄物：私物ゴミの持ち帰りを継続した結果、対前年 37％、対目標では 23％削減と

なり目標を達成しました。 

◆産業廃棄物：分別による有価物化を継続した結果、対前年 21％、対目標では 59％削減と

なり目標を達成しました。 

・総排水量の削減 

用水使用の見直しを継続し、金型整備の推進による冷却水の使用量削減、ボイラー効率アップ

の取組み実施等により対前年 11％、対目標では 23％の削減となり目標を達成しました。 

・使用済み製品の回収とリサイクル促進 

製品及びサービスにおける環境配慮として、使用済み製品の回収とリサイクル処理の取り組み

を継続実施しました。処理量については生産量減となった工場もあり、対前年 7％、対目標で

は 44％減少となり目標未達となりました。 

４．主要な環境活動計画の内容 

当社では、ボイラーをはじめコンプレッサー、真空ポンプといった燃料、電力を使用する設備

を使用しており、これらの設備の適切な維持管理を行うことが環境負荷低減につながります。 

特に以下の項目については継続取り組みとして、生産現場での管理徹底を重点におき、次年

度においても取り組んでいきます。 

①二酸化炭素

排出量の削減 

電気使用量 

の削減 

1．エアコン・真空ポンプの運転条件最適化 

2．設備機器のムダ運転時間の低減 

3．生産体制の見直しによる操業時間の短縮 

4．不使用電気機器の電源ＯＦＦ徹底 

5．デマンド管理システムによる電力使用量監視・低減 

燃料使用量 

の削減 

6．ボイラーの最適運転と台数制御管理の徹底 

7．成形条件の適正管理 

8．機器・金型整備の実施 

②廃棄物排出量の削減 ９．廃棄物の分別再資源化の徹底 

③総排水量の削減 10．排水再利用率の向上 

④使用済み製品の回収と 

リサイクル促進 
11．製品及びサービスの向上 
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年 2回のコンプライアンス委員会開催により環境関連法規等の遵守状況を確認し、法令違反

はないことを確認しました。 

また、過去３年間において関係機関等からの指摘はなく、訴訟等も同様にありませんでした。 

  

主な環境関連法規名 主な遵守確認事項 

消防法 危険物保管の許可・指定可燃物等の貯蔵及び取扱い基準の遵守 

火災予防条例 火を使用する設備等の設置の届出 

大気汚染防止法 ばい煙発生施設の届出・排出基準の遵守 

北海道公害防止条例 特定施設の届出・規制基準の遵守 

フロン排出抑制法 フロン類使用製品のフロン漏洩管理 

水質汚濁防止法 工場排水の排水基準 

恵庭市公共下水道条例 除外施設の設置届と維持管理 

廃棄物の処理及び清掃

に関する法律 

産業廃棄物処分業の許可取得と変更届 

産業廃棄物管理表交付等状況報告書の提出 

恵庭市 廃棄物の処理 

及び清掃に関する条例 
廃棄物の搬入等受入契約の締結 

廃棄物の処理及び清掃

に関する法律施行細則 

（北海道） 

産業廃棄物の処分実績報告書の提出 

北海道循環型社会形成

の推進に関する条例 
廃棄物の処分委託状況の確認及び記録 

廃棄物の処理及び清掃

に関する法律施行令 
水銀使用製品廃棄時の適正処理 

ｴﾈﾙｷﾞｰの使用の合理化

に関する法律 
定期報告書・中長期計画書の提出 

家電リサイクル法、 家電４品目廃棄時の適正処置 

自動車リサイクル法 再資源化預託金等の預託 

エネルギーの使用の 

合理化に関する法律 
定期報告書の提出 

Ⅴ．環境関連法規等の遵守状況
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例年、近隣住民及び近隣企業に配慮し、定期的に工場周辺のゴミ収集を行っています。 

また環境上想定される緊急事態に備え定期的に試行、訓練を実施しております。 

Ⅵ．地域社会との環境保全共同活動
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１．工程における環境への負荷の低減・管理 

前年度からの継続取組となりますがエネルギー使用設備の適切な維持管理のため、生産現場

での管理を徹底させます。 

◆具体的取組計画 

金型や配管、成形機からの漏れ削減や付帯機器の整備継続により、エアーコンプレッサーや真

空ポンプの負荷を低減させ電力の省エネを推進します。 

又ボイラーについては燃焼効率アップと燃焼安定化を目指し、燃焼効率トータルでの改善を進

めます。加えて成形条件の見直し、金型整備の実施による燃料使用量の削減を継続します。 

廃棄物については不良ビーズのリサイクル化を含め、再資源化可能な物の分別を更に徹底し、

最終処分量を削減します。 

排水量は水循環設備を有効活用し、循環水利用率向上や金型整備により冷却水の使用量を削

減します。 

また、全員参加型の活動として、過度な冷暖房設定を控え全体的な省エネルギーを推進します。 

大気汚染物質、水質汚濁物質、騒音、振動、その他環境関連法については、関係法令による規

制を遵守すると共に、公害の防止に取り組みます。 

２．環境目標の担当部署及び責任者 

目標項目 担当部署 責任者 

①二酸化炭素排出量 

の削減 

電力使用量の削減 

製造係 

各工場 

環境管理 

推進者 

燃料使用量の削減 

②廃棄物排出量 

の削減 

一般廃棄物 

産業廃棄物 

③総排水量の削減 

④使用済み製品の回収とリサイクル促進 

 

３．取組みの対象範囲 

全従業員を対象としたエコアクション２１の取組みと致します。 

  

Ⅶ．次年度の取組内容
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マネジメントレビューを開催し取組結果の評価と次年度以降の目標見直しの確認をしました。 

また環境経営システムは有効に機能しており環境経営方針・環境経営計画・実施体制は継続と

します。 

 

2022年度は生産量減により二酸化炭素排出量が抑えられたが、生産量当たりでは悪化傾

向となっています。2023年度以降、生産量の大幅な回復は見込めませんが、効率生産継続に

よる環境負荷の継続的改善を推進し、次の目標とします。 

本レポートは社内に常備し、一般の閲覧を出来るようにしております。 

 

 

以上 

Ⅷ．代表者による全体評価と見直しの結果


